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今回の授業で学習すること
　＜飼い主側の行動ガイドライン＞

◼１．ペットの適性
◼２．旅行の計画
◼３．移動手段や方法
◼４．病気やトラブル
◼５．しつけやマナー
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ペット同伴宿泊ホテルとドッグランの
設計と管理運営指針
　 　 Ⅰ　 はじめに
　 　 Ⅱ　 宿泊施設の設計および管理運
営
　 　 Ⅲ　 飼い主編
　 　 Ⅳ　 ドッグラン編

この本に、
これが掲載
されていま
す



１　ペットの適性

◼ペットの種類
◼ペットの性格や健康状態
◼ペットの数
◼ペットホテルやシッター等の利用
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ペットの種類

◼種類によって、向き・不向きがある
◼危険な動物の旅行は、慎むべき
◼飛行機の場合は、搭乗が制限されている種類がある
（フレンチブルドッグなどの短頭種など）

4

出典：日本航空
HP



ペットの性格や健康状態

◼慣れない環境は、ストレスを与えることもある
◼年齢や健康状態などを考慮する
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ペットの数

◼管理が可能な数とする
◼災害などの不測の事態を考えておく
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ペットホテルやペットシッターの利用

◼一緒の旅行が難しい場合は、ペットホテルやペット
シッターの利用も考える

◼ペットホテル
　・ペットの預かり施設

　・他のペットと一緒になるので向いていない

　　ペットもいる

◼ペットシッター
　・自宅にトイレやご飯の世話をしに来てくれる
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ペットホテル、ペットシッターの例
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ペットホテ
ル

ペットシッタ
ー



★参考　小型犬は外での運動が不要？
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社会化訓練は、「ハ
ズバンダリートレー
ニング」と言われる
ことも



２　旅行の計画

◼季節や場所の選択
◼探し方（情報源）
◼休憩
◼携行品
◼宿泊先の下調べと選択
◼周辺の観光施設
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季節や場所の選択

◼ペットのストレスになる場所を避ける
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探し方（情報源）

◼旅行専門サイトや口コミを利用する人が多い
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休憩

◼こまめな休憩が必須
◼高速道路の SAにも
　ドッグランが急増中
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携行品（犬の場合の必要な持ち物）
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宿泊先の下調べと選択

◼一定の条件やルールがあるので、次の事項の確認
が必要

①宿泊できる種類・大きさ

②ペット禁止エリアの有無

③常備されているアメニティグッズ

④部屋の位置　

★粗相が心配な場合はマナーベルトも検討
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学生と先生の問答コーナー

質問 (学生 )

「マナーベルト」って、何です
か？

回答 (先生 )

犬の「おむつ」です。

泌尿器の部分をベルト状の布
や紙で覆うもので、オ

シッコをまき散らさないように
するためのものです。
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宿泊条件、ペットの禁止エリア
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アメニティグッズ、部屋の位置
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周辺の観光施設
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◼宿泊施設
◼飲食店
◼お土産屋
◼公園
◼ロープウェー等



３　移動手段や方法

◼移動手段の選択と利用方法
　・電車、バス、飛行機、フェリー、レンタカー

◼迷惑防止や事故への備え
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移動手段の選択と利用方法　電車

◼手回り品として同乗は可能
◼ただし、大きさや重さに制限
◼追加料金が必要な場合も
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移動手段の選択と利用方法　バス

◼手回り品として同乗は可能
◼ただし、キャリーバッグに入れる必要あり
◼夜行便や高速バスでは禁止の場合も
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移動手段の選択と利用方法　飛行機

◼原則として、貨物室での預かり
◼特別なツアーでは、客室での同乗も可能
◼海外の航空会社では、同乗可能なところも
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写真出典：日本航空



移動手段の選択と利用方法　フェリー

◼車ごと乗船で、ペットは車の中で待機
◼一部の会社では、船内への同伴も許容
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写真出典：さんふらわ
あ



移動手段の選択と利用方法　タクシー

◼原則はペットの乗車可能
◼ただし、キャリーバッグに入れる必要あり
◼最近は、ペット専用タクシーも登場
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移動手段の選択と利用方法　レンタカー

◼ペットの同乗が可能なレンタカーもあり
◼ただし、事前予約やキャリーバッグに入れておくなど
の制限がある場合も
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移動手段の選択と利用方法　マイカー

◼もっとも一般的に利用されている移動手段
◼しかし、安全かつ快適なドライブとするための留意事
項は多数あり

◼クレートに入れるなど
　の方法が適切

◼こまめな休憩も重要
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マイカーに同乗時の留意事項
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★公共交通機関の利用とキャリーバッグ

◼キャリーバッグに入れることが原則
◼普段から、キャリーバッグ
　に慣らしておくことが必要
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迷惑防止や事故への備え

◼ペットが嫌い、アレルギーがあるなどといった人がい
ることへの配慮が必要

◼マイカーの場合も、衝突事故に備えて、クレートの中
に入れるなどの措置が必要
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４　病気やトラブル

◼必要とされる主な健康管理や予防対策
　・熱中症、車酔い、感染症

◼緊急時の備え
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熱中症（必要とされる健康管理や予防対策）　

◼犬や猫は汗をかいて温度調整ができない
◼犬は暑さに弱いので熱中症になりやすい
◼車の中は特に危険な場所
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　車酔い（必要とされる健康管理や予防対策）

◼犬は車酔いする個体が少なくない
◼クレートに入れたり、急発進等を避けるなどの工夫
が必要

◼動物病院で車酔いの薬を
　処方してもらう方法もある
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ノミ・ダニ（必要とされる健康管理や予防対策）　

◼春から秋は発生しやすい時期
◼予防薬の投与である程度
　は防止できる

◼ノミやダニにより、感染
　症にかかることも
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感染症（必要とされる健康管理や予防対策）

◼マダニが媒介する感染症に注意が必要
◼多くは、人にも感染する「人と動物の共通感染症」で
あることも
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学生と先生の問答コーナー

質問 (学生 )

「人と動物の共通感染症」っ
て、何ですか？

回答 (先生 )

動物から人へ、人から動物へ、
と感染する病気を「人と動物
の共通感染症（ズーノーシ
ス）」といいます。WHO （世界
保健機構）によると、世界には
約800種の「人と動物の共
通感染症」があるとされていま
す。正しい知識をもち、接し方
も適切にする必要があります
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緊急時の連絡先のチェック（緊急時の備え）

◼休日・夜間対応病院の連絡先を調べておく
◼ペット保険の保険証を持参する
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ケガの防止（緊急時の備え）

◼野外には危険な場所がたくさんある
◼ノーリードにしないことが大切
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逸走（迷子）の防止（緊急時の備え）

◼ちょっとした隙に逃げ出す事例が多々あり
◼リード、名札、マイクロチップを
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帰宅後の体調チェック（緊急時の備え）

◼ケガやダニを入念にチェック
◼感染症の潜伏期間にも注意
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５　しつけやマナー

◼しつけと飼い主のマナー
◼同伴旅行に向けた順化訓練
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しつけと飼い主のマナー

◼ペットのしつけが重要
◼また、飼い主のマナーもそれ以上に重要
◼ペットが嫌いな人がいることに配慮すること
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犬の散歩の時のマナー
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ドッグランの利用マナー
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レストランなどでのマナー
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ホテル等での利用マナー
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学生と先生の問答コーナー

質問 (学生 )

色々なマナーがあるんですね。
どのように勉強をしたら良いで
すか？

回答 (先生 )

そうですね。初心者向けのもの
としては、公益社団法人日本
愛玩動物協会が発行している
「これだけは知っておきたい　
飼い主のマナーハンドブック」
が良いかもしれません。ビジュ
アルに分かりやすく書かれて
います。
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同伴旅行に向けた順化訓練

◼「慣れ」なしでは、同伴旅行は困難
◼普段から、少しずつ慣らしていく
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